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1 ．緒言
　半陸棲カニ類（semi-terrestrial crabs）は，“Land Crab”と総称される節足動物・甲殻類のグルー
プに含まれ，一般に十脚類・短尾下目のいわゆるカニ類から構成されるが，異尾下目（ヤドカリ下目）
のオカヤドカリ属やヤシガニなどのヤドカリ類等を含むこともある1）．海産のカニ類と異なり，鰓上
皮が塩類吸収上皮となって低塩分環境下でも体液浸透圧を維持する2，3）とともに，鰓室や歩脚の上皮
が呼吸上皮となって空気呼吸を行い4〜6），干潮時の干潟やその上部のヨシ原などの陸域において活動
する．活発な求愛や闘争を行う種類も見られ，行動学的研究の好適な対象ともされている7）．変温動
物であるので低温下の陸域環境では活動できず，多くの種類は熱帯・亜熱帯域に生息し，温帯域に分
布する種類は限られる．岩手県沿岸では半陸棲カニ類はほとんど見られなかったが，以前から岩手県
内でも生息が確認されていたアシハラガニとスナガニの個体群密度がこの数年は増加傾向にあり，ま
たヤマトオサガニ8）や，クロベンケイガニ，カクベンケイガニといった半陸棲カニ類の初記録 9）も続
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いている．
　岩手県沿岸域は寒流の親潮の影響を強く受ける本州で最も水温が低い水域である．一方，日本海沿
岸では暖流の対馬海流が北上し，青森県沿岸北西部から津軽海峡に入った津軽暖流は津軽海峡東口を
出て南下する．この暖流の影響により，秋田県や青森県の沿岸の水温は岩手県沿岸よりも高い．こう
した太平洋側と日本海側の非対称性によって，秋田県や青森県の沿岸と岩手県沿岸に見られる生物相
は異なり，生物気候的な区分として前者は「中間温帯区」，後者は北海道北部および南東部とともに

「冷温帯区」に分類されている10，11）．そうしたことから，青森県が北限とされる種類でも岩手県には
生息しない場合が多く，最近になって個体群が確認されたヤマトオサガニはその 1 つの例であり8）．
岩手県沿岸は本質的な「北進」現象を捉える場として重要である8，12）．本稿では，地球温暖化の指標
ともなる北進現象や，岩手県のレッドリストの充実に資する情報を提供するため，岩手県内で確認さ
れているアシハラガニ，アカテガニ，クロベンケイガニ，カクベンケイガニ，ヤマトオサガニ，ス
ナガニの 6 種の半陸棲カニ類における2000年代はじめから2023年 9 月までの出現状況を纏める注）．な
お，宮古湾・津軽石川河口干潟，山田湾・織笠川河口干潟，大槌湾・鵜住居川河口干潟の岩手県内の
3 つの干潟を含む全国の干潟を対象にして実施された環境省の「第 7 回自然環境保全基礎調査浅海域
生態系調査（干潟調査）」（以後，「全国干潟調査」と呼ぶ）13）では，上記 6 種のうちスナガニが大槌湾（調
査年月日：2003年 9 月12日）で記録されているが，その他の種は見出されていない．また，岩手県の

「いわてレッドデータブック2014版」14）では，アシハラガニのみが「情報不足」として掲載されている．

2 ．半陸棲カニ類の出現状況
アシハラガニ　モクズガニ科　Helice tridens （de Haan, 1835）
　2013年の環境省「東北地方太平洋沿岸地域自然環境調査業務」において広田湾の小友浦において記
録され15），その後の復興工事による生息場所の消失によって一時見られなくなったが16），現在は低密
度ながら確認される．同じく広田湾の古川沼では，岩手県大船渡土木センターの調査（アジア航測株
式会社東北支所が実施）（以後，「古川沼生物調査」と呼ぶ）により確認され，分布域は限定的である
ものの個体数が増加してきている9）．宮古湾の津軽石川河口干潟では，2017年の環境省の「東北地方
太平洋沿岸地域生態系監視調査（以後，「生態系監視調査」と呼ぶ）」17）において記録され，2018年に
は確認できなかったが，2019年に確認18）されて個体数を増している．本種はヨシ原内に巣穴を形成し
て秋〜春は巣穴内で過ごすが，夏には巣穴を離れて干潟で活動する19）．雑食性であるが，肉食性も比
較的強く，同種・異種の幼体を捕食することが知られている19，20）．

アカテガニ　ベンケイガニ科　Chiromantes haematocheir （de Haan, 1833）
　2000年代はじめの全国干潟調査における岩手県内での記録はないが，2016年の古川沼生物調査にお
いて見出され9），それ以降も継続して幼体および抱卵雌を含む成熟個体が確認されている．2020年の
広田湾小友浦における著者らの調査（生態系監視調査と同手法を採用）でも確認され，翌年の生態系
監視調査（データシート参照）21）以降も生息が確認されている．また，密度は低いが山田湾の織笠川
河口部にも生息している（柚原剛氏 私信，松政 未発表）．本種はヨシ原上部から，より高い草地・

注） 岩手県内で確認されているイソガニ類，モクズガニ，アリアケモドキなども半陸棲カニ類に含め
る場合もあり得るが，これらの種類は陸上での活動は限定的であって水中で活動することが多い
ので，本稿では除外する．
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林内などに見られるが，幼体・小型個体は比較的低い場所に多いようである．幼生は海に放出される
ので，本種の個体群の維持には海から陸へと連続した生息場所が必要となる．

クロベンケイガニ　ベンケイガニ科　Orisarma dehaani （H. Milne Edwards, 1853）
　2018年までは岩手県での記録はなかったが，2019年の古川沼生物調査で初めて見出され9），小友浦
においても2021年の生態系監視調査21）により確認された．いずれの場所でも分布は局所的であり，
密度も高くないが，現在まで継続して観察されている．本種は淡水の影響が強い水域のヨシ原内や水
田などに見られる．

カクベンケイガニ　ベンケイガニ科　Parasesarma pictum （de Haan, 1835）
　2021年の古川沼生物調査において，岩手県で初めて確認された9）．しかし，2021年・2022年および
2023年の著者らの調査では確認できず．2021年に古川沼で見つかった個体は無効分散したものだった
可能性があり，今後の継続観察が必要である．

ヤマトオサガニ　オサガニ科　Macrophthalmus japonica （de Haan, 1835）
　2018年の古川沼生物調査で岩手県内では初めて採集されたが，それ以降は見られていなかった．
その後，生態系監視調査を補完するための小友浦でのフォローアップ調査において2022年に確認さ
れ，その後，同地点での繁殖も確認されて再生産可能な個体群が形成されていることが判明した8）．
2023年春には古川沼にも生息しているという情報が入り（相澤敬吾氏 私信），本稿第一著者も確認し
た9）．分布地点での密度は高くなってきているが，岩手県内において生息が確認できているのは上記
2 地点のみであるので，今後の継続観察が必要である．本種は泥質の干潟の下部に巣穴を掘って生活
し，干潮時には巣穴から出てきて採餌行動や種々の社会行動を示す8，20）．

スナガニ　スナガニ科　Ocyoode stimpsoni Ortmann, 1897
　本種は砂浜に巣穴を形成して生息する半陸棲のカニである．2000年代はじめの全国干潟調査では，
大槌湾の鵜住居川河口域において確認されている．2014年には，宮古湾・津軽石川河口干潟におい
て全国干潟調査と同じ手法で行われた調査によって確認され22），2020年に実施した生態系監視調査と
同様な手法での調査でも確認されている18）．また，広田湾奥の高田松原海岸の人工海浜でも2016年に
確認され，その後も継続して確認されて現在に至っている23）．さらに，その他の複数の砂浜において
も，生息密度は異なるものの本種が生息することが明らかになってきている（松政・菅 準備中）．日
本には温帯性の本種の他に同属のツノメガニ，ナンヨウスナガニ，ミナミスナガニといった熱帯・亜
熱帯性の種が生息しており，それらの「北進」に関する研究が進められている20）．近い将来，岩手県
沿岸においても南方系の種の「北進」が確認される可能性は高いと考えられる23）．
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